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大
般
泥
洹
経
と
四
巻
楞
伽
、
大
乗
二
経
の
相
互
関
係
の
再
考
察

常
盤
　
義
伸

二
〇
〇
七
年
発
表
の
小
論
「
涅
槃
経
が
楞
伽
経
の
主
な
表
現
主
体
で
は
な
か
っ
た
か
」（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
『
教
学
研
究
紀
要
』

第
５
号
所
収
）
で
筆
者
は
、
両
経
の
「
不
食
肉
章
」
の
中
心
思
想
が
、
先
行
す
る
前
者
か
ら
後
者
へ
の
展
開
で
あ
る
こ
と
は

自
明
の
事
柄
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
、
グ
ナ
バ
ド
ラ
漢
訳
四
巻
本
楞
伽
経
（T

16,670

）
の
巻
四
（
常
盤
分
段
120
）
第

87
偈
で
食
肉
を
禁
ず
る
大
乗
経
典
名
に
前
者
の
名
を
挙
げ
な
い
の
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
は
ず

だ
、
と
し
て
、
次
の
説
明
を
提
供
し
た
⑴
。

『
楞
伽
経
』
は
、
根
本
の
と
こ
ろ
で
『
涅
槃
経
』
の
涅
槃
観
を
共
有
し
、
否
、
む
し
ろ
そ
こ
か
ら
出
発
し
な
が
ら
後
者

の
物
語
風
な
表
現
ス
タ
イ
ル
を
離
れ
て
、
す
べ
て
に
お
い
て
、
論
書
と
も
違
っ
た
経
独
自
の
、
厳
密
な
思
想
表
現
を
意

図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
涅
槃
経
』
の
編
集
者
た
ち
が
新
た
な
構
想
の
も
と
に
『
楞
伽
経
』
を
開
演
し
た
、
と
云
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か 

。（p.9

）

筆
者
は
こ
の
引
用
文
末
の
主
語
「『
涅
槃
経
』
の
編
集
者
た
ち
」
を
「『
涅
槃
経
』
の
編
集
者
た
ち
の
意
図
を
汲
む
人
々
」

と
改
め
た
上
で
、
両
経
の
関
係
を
新
し
く
本
論
で
考
察
し
た
い
。

（
文
中
反
復
を
避
け
て
四
巻
本
楞
伽
経
、
四
巻
楞
伽
、
楞
伽
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
経
、
楞
伽
経
、
ま
た
大
般
泥
洹
経
、
涅
槃
経
な
ど
と
適
宜
言
い
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換
え
ま
す
。）一

東
晋
の
仏
教
僧
・
法
顕
は
、
西
暦
三
九
九
年
、
長
安
か
ら
十
人
の
同
行
者
と
と
も
に
陸
路
は
る
ば
る
戒
律
の
書
を
求
め

て
イ
ン
ド
へ
の
苦
難
の
旅
に
出
た
。
途
中
に
留
ま
る
人
、
亡
く
な
る
人
と
、
次
第
に
人
数
が
減
り
な
が
ら
一
行
は
、
六
年
を

経
て
中
イ
ン
ド
に
到
っ
た
。
昔
ア
シ
ョ
カ
王
の
庇
護
の
下
に
あ
っ
た
都
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
で
法
顕
は
、
律
な
ど
部
派
仏
教
の

テ
キ
ス
ト
の
他
に
大
乗
の
涅
槃
経
の
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
、
そ
こ
で
三
年
間
梵
語
の
学
習
を
し
た
。
同
行
者
す
べ
て
を
失
っ

た
法
顕
は
船
で
独
り
ラ
ン
カ
ー
（「
ス
リ
ラ
ン
カ
（
美
し
い
ラ
ン
カ
ー
）」
は
現
在
の
国
名
、「
ラ
ン
カ
ー
」
は
歴
史
的
名
称
。
法
顕
訳
語
「
師
子
国
」）

に
渡
り
、
四
一
一
～
一
二
年
の
二
年
間
首
都
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
に
滞
在
し
た
。
そ
こ
に
は
「
王
城
の
南
七
里
」
に
マ
ハ
ー
・

ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
（
大
寺
）
が
あ
り
「
三
千
僧
が
住
す
る
」
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、「
王
城
の
北
、
大
塔
の
辺
」
に
あ
る
ア
バ
ヤ
・

ギ
リ
・
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
（
無
畏
山
寺
）
に
は
、「
五
千
の
僧
」
が
い
る
、
と
法
顕
は
旅
行
記
に
記
し
て
い
る
。
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ

の
無
畏
山
寺
は
、
大
乗
の
学
修
に
関
心
を
寄
せ
る
僧
た
ち
が
多
く
集
ま
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
後
に
四
巻
本
楞
伽
経
の
原
本
を

西
暦
四
三
五
年
に
中
国
に
齎
し
て
漢
訳
し
た
中
イ
ン
ド
出
身
の
仏
教
僧
グ
ナ
バ
ド
ラ
が
中
国
に
行
く
ま
で
滞
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
寺
院
で
あ
る
。
法
顕
は
、
四
一
四
年
に
漸
く
帰
国
で
き
て
、
四
一
八
年
に
大
乗
の
涅
槃
経
（『
大
般
泥
洹
経
』T

12,376

）

を
漢
訳
し
た
が
、
ラ
ン
カ
ー
に
滞
在
中
さ
ら
に
当
時
ま
だ
漢
土
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
経
典
や
律
の
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し

た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
（「
東
晋
沙
門
釈
法
顕
自
記
遊
天
竺
事
」T

51,2085,864b-865c

）
が
、
楞
伽
経
に
は
全
く
言
及
し
な
い
。

し
か
し
、
大
旅
行
の
末
に
法
顕
が
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
で
入
手
し
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
に
持
ち
込
ん
だ
大
乗
の
涅
槃
経
の
原

テ
キ
ス
ト
が
、
無
畏
山
寺
に
集
ま
っ
て
い
た
大
乗
の
学
修
者
た
ち
の
注
意
を
惹
か
な
か
っ
た
訳
が
な
い
。
楞
伽
経
の
編
集
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は
、
実
に
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
る
、
法
顕
滞
在
中
の
、
大
乗
の
涅
槃
経
原
テ
キ
ス
ト
研
究
に
端
を
発
し
、
そ
し
て
四
三
五
年

以
前
に
編
集
は
完
了
し
た
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
。
四
巻
本
楞
伽
経
の
「
不
食
肉
章
」
第
87
偈
が
挙

げ
る
肉
食
を
禁
ず
る
大
乗
の
経
典
名
に
『
大
般
泥
洹
経
』
の
名
を
含
ま
な
い
事
態
が
生
じ
た
こ
と
は
偶
然
の
過
失
で
は
な

く
、
批
判
に
耐
え
る
大
乗
仏
教
思
想
を
打
ち
出
し
つ
つ
あ
る
と
信
じ
た
こ
れ
ら
の
人
々
の
確
固
た
る
意
図
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
、
と
解
し
た
い
⑵
。

二

二
つ
の
術
語
「
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カicchantika

」
と
「
タ
タ
ー
ガ
タ
・
ガ
ル
バtathāgatagarbha

」
と
は
、
大
乗
の
両
経

に
深
く
共
通
す
る
思
想
を
表
し
、
涅
槃
経
か
ら
楞
伽
経
へ
と
思
想
表
現
の
展
開
を
考
え
た
と
思
わ
れ
る
人
々
の
意
図
を
探
る

上
で
、
さ
し
あ
た
り
最
初
に
考
慮
す
べ
き
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
以
下
、
順
次
こ
れ
ら
の
術
語
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

１
．「
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
」

法
顕
訳
、
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』、
問
菩
薩
品
第
十
七
で
ブ
ッ
ダ
は
言
う
、

「
増
上
慢
の
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
は
何
を
以
て
本
と
な
す
。
経
法
を
誹
謗
す
る
不
善
の
業
、
是
を
以
て
本
と
な
す
。」

（T
12,892b,19-21

）

「
ア
ル
ハ
ッ
ト
に
似
る
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
の
者
あ
り
、
是
の
諸
衆
生
、
方
等
を
誹
謗
す
。」（ibid.,c,10-11

）

同
経
最
後
の
随
喜
品
第
十
八
の
冒
頭
、
死
の
時
が
迫
っ
た
ブ
ッ
ダ
は
、
す
べ
て
の
人
々
に
向
っ
て
別
れ
の
偈
、
漢
訳
一

句
五
文
字
、
二
句
一
行
で
三
十
一
行
を
説
く
。
拙
訳
で
偈
の
初
め
と
末
尾
の
各
数
行
を
示
す
。

君
た
ち
は
私
の
こ
と
を
悲
嘆
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
諸
仏
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
で
す
が
、

「
ブ
ッ
ダ
は
涅
槃
す
る
」
と
言
っ
て
も
、
真
理
を
言
い
尽
く
し
て
は
い
な
い
の
で
す
。
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如
来
と
は
常
住
の
あ
り
方
で
す
。
永
遠
の
最
も
安
穏
な
境
地
で
す
。

（
中
略
）

君
た
ち
す
べ
て
の
人
々
は
深
く
正
法
を
願
う
か
ら
こ
そ

如
来
が
永
遠
に
い
な
く
な
る
と
思
っ
て
、
憂
え
悲
し
み
愁
嘆
し
ま
す
。

今
か
ら
は
、
如
来
が
無
常
だ
な
ど
と
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

如
来
の
本
性
は
と
こ
し
え
で
、
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

如
来
の
教
え
も
修
行
者
も
、
同
じ
く
皆
、
な
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
偈
の
中
間
、
第
20
―
21
行
に
い
う
、

イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
が
誰
も
み
な
、
す
べ
て
の
も
の
の
平
等
を
悟
る
な
ら　

如
来
は
慈
悲
を
捨
て
て
永
遠
に
涅
槃
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

と
。
大
乗
の
涅
槃
経
の
ブ
ッ
ダ
の
以
上
に
引
用
し
た
言
葉
か
ら
、「
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
（
欲
求
す
る
人
）」
と
は
、
自
身
は
悟

り
を
求
め
る
仏
弟
子
た
ち
の
ト
ッ
プ
に
い
る
と
い
う
誇
り
を
抱
き
な
が
ら
、
大
乗
の
、
一
切
衆
生
は
平
等
だ
、
と
す
る
教
え

は
間
違
っ
て
い
る
と
し
て
大
乗
を
誹
謗
す
る
人
を
指
す
言
葉
で
、
大
乗
を
志
す
人
々
か
ら
の
批
判
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

四
巻
楞
伽
の
巻
一
（
分
段
26
）
に
よ
れ
ば
、
解
脱
を
求
め
る
者
た
ち
の
求
め
な
い
あ
り
か
た
（icchantikānām

 anicchantikatā 

m
okṣam

）
に
二
類
あ
り
、
一
類
は
、
大
乗
菩
薩
蔵
経
典
類
が
シ
ャ
カ
ム
ニ
の
教
え
で
あ
る
経
と
律
と
に
説
か
れ
る
解
脱
の
教

え
に
一
致
し
な
い
と
し
て
排
斥
す
る
も
の
た
ち
で
、
彼
ら
は
根
拠
の
な
い
非
難
を
す
る
こ
と
で
一
切
の
善
根
を
放
棄
し
て
い

る
と
し
て
、
楞
伽
経
の
ブ
ッ
ダ
か
ら
批
判
さ
れ
る
。
他
の
一
類
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
完
全
な
涅
槃
に
至
ら
な
い
限
り
自
身

は
涅
槃
す
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
ボ
サ
ツ
大
士
だ
と
さ
れ
る
（T

16,487b-c
）。
こ
の
点
で
両
経
の
趣
旨
は
殆
ど
完
全
に
一
致
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す
る
。
違
い
は
、
主
役
を
演
ず
る
説
者
が
、
如
来
の
死
を
意
味
す
る
「
パ
リ
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナparinirvāṇa

」
に
入
ろ
う
と
す

る
シ
ャ
カ
ム
ニ
・
ブ
ッ
ダ
か
ら
、
永
遠
に
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
入
ら
な
い
こ
と
を
誓
う
ボ
サ
ツ
・
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
を
登
場

さ
せ
る
た
め
に
ラ
ン
カ
ー
に
現
れ
た
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
・
ブ
ッ
ダ
に
替
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
違
い
に
も
拘
わ
ら
ず
両
経

に
は
、
ラ
ン
カ
ー
の
上
座
部
大
寺
派
の
よ
う
に
大
乗
仏
教
の
登
場
を
拒
否
す
る
集
団
が
歴
史
的
に
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る

危
機
意
識
は
、
共
通
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
⑶
。

２
．「
タ
タ
ー
ガ
タ
・
ガ
ル
バ
」

法
顕
訳
、
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
分
別
邪
正
品
第
十
に
、『
如
来
蔵
経
』
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
。

ま
た
比
丘
あ
り
て
広
く
説
か
ん
、
如
来
蔵
経
に
言
う
、
一
切
の
衆
生
、
皆
仏
性
有
り
。
身
中
に
在
り
て
無
量
の
煩

悩
悉
く
除
か
れ
滅
せ
ら
れ
お
わ
ら
ば
、
仏
す
な
わ
ち
明
ら
か
に
顕
わ
れ
ん
、
イ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
カ
を
除
く
、
と 

（T
12,881b,23-26

）。

同
経
、
如
来
性
品
第
十
三
に
ブ
ッ
ダ
が
言
う
、

一
切
の
衆
生
も
ま
た
是
の
如
し
。
各
々
皆
、
如
来
の
性
あ
り
、
無
量
の
煩
悩
に
覆
蔽
さ
れ
隠
没
さ
れ
て
自
ら
知
る
あ
た

わ
ず
。
如
来
、
方
便
も
て
誘
進
、
開
化
し
、
自
身
に
如
来
性
あ
り
と
知
り
て
歓
喜
・
信
受
せ
し
む
（ibid.,883b:11-13

）。

実
は
『
如
来
蔵
経
』
は
、
経
が
「
如
来
蔵
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
主
張
す
る
箇
所
は
、
す
べ
て
「
如
来
性
」
の
説
明

に
終
始
す
る
。
筆
者
が
二
〇
二
一
年
発
表
の
拙
稿
「
如
来
蔵
思
想
と
は
何
か
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
五
号
）
で
述
べ

た
よ
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
見
ら
れ
る
用
法
で
は
、『
如
来
蔵
経
』
の
こ
の
語
は
衆
生
に
お
い
て
は
、
衆
生
自
身
に
は
知

ら
れ
ぬ
ま
ま
存
在
す
る
「
胎
児
と
な
っ
た
如
来
の
法
性
」
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
こ
の
経
は
「
如
来
蔵
」
と
称
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
（
四
「『
如
来
蔵
経
』
の
如
来
蔵
」
参
照
）。
涅
槃
経
で
は
、
如
来
が
「
如
来
性
」
の
現
前
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
る
一
方
、「
如
来
蔵
」
の
語
は
、「
如
来
性
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
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同
経
、
四
法
品
第
八
に
見
ら
れ
る
言
葉
（T

12,874c,11-13

）

真
の
解
脱
者
は
如
来
蔵
に
入
る
、
諸
の
虚
偽
を
離
れ
一
切
の
有
を
断
つ
。
解
脱
は
是
の
如
し
。
そ
の
解
脱
者
は
即
ち
是

れ
如
来
、
仏
の
正
法
に
入
る
。

同
経
、
如
来
性
品
第
十
三
、
ブ
ッ
ダ
の
長
い
偈
を
始
め
る
言
葉
（ibid.,885b,23-24

）

復
た
次
に
善
男
子
、
我
れ
当
に
さ
ら
に
如
来
蔵
に
入
る
こ
と
を
説
く
べ
し
、
と
。
即
ち
偈
を
説
い
て
言
う
。

偈
の
中
間
の
言
葉
（ibid.,886a,1-2

）

良
医
、
善
き
方
も
て
療
し
、
平
等
性
、
安
穏
な
り
。

そ
の
平
等
性
、
是
れ
を
如
来
蔵
と
名
づ
く
。

偈
の
末
尾
の
言
葉
（ibid.,886b,18-23

）

我
れ
衆
生
の
た
め
に
説
く
、
一
切
の
法
は
無
我
と
。

凡
愚
、
知
る
あ
た
わ
ず
し
て
謂
う
、
仏
は
無
我
を
説
く
、
と
。

慧
者
は
了
す
、
自
性
と
し
て
我
と
非
我
と
は
無
二
と
。

無
量
無
数
の
仏
は
、
是
れ
を
如
来
蔵
と
説
く
。

我
れ
も
ま
た
一
切
の
功
徳
積
聚
の
経
に
説
く
、

我
と
非
我
と
は
不
二
な
り
と
。
汝
等
善
く
受
持
せ
よ
。

偈
の
直
後
の
言
葉
（ibid.,886b,24-25

）

善
男
子
、
当
に
一
切
の
功
徳
聚
の
経
を
憶
念
す
べ
し
、
我
れ
般
若
波
羅
蜜
大
経
に
不
二
を
説
け
り
。

彼
に
是
の
如
く
我
と
非
我
と
は
不
二
と
説
く
。

大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
に
見
ら
れ
る
表
現
か
ら
は
「
如
来
蔵
」
の
語
義
の
詳
細
な
理
解
は
得
ら
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
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お
お
む
ね
把
握
さ
れ
る
意
図
は
、『
如
来
蔵
経
』
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、『
如
来
蔵
経
』
の
如
来
蔵
説

を
外
道
説
と
し
て
批
判
す
る
四
巻
本
楞
伽
経
の
「
如
来
蔵
・
蔵
識
」
思
想
（
分
段
112
）
に
き
わ
め
て
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三

四
巻
楞
伽
は
巻
二
冒
頭
（
分
段
38
）
で
、
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
が
『
如
来
蔵
経
』
の
思
想
を
外
道
説
と
批
判
し
、
ブ
ッ
ダ
が
こ

れ
を
空
性
を
説
く
も
の
と
修
正
す
る
場
面
を
展
開
す
る
。
上
に
紹
介
し
た
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
の
表
現
は
、
四
巻
楞
伽

の
こ
の
批
判
的
な
姿
勢
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
他
方
、
般
若
思
想
を
欠
く
『
如
来
蔵
経
』
の
外
道
的
傾
向
は
、「
大
乗

の
究
極
の
論
書
（m

ahāyānottaratantra-ś āstra

）」
と
自
称
す
る
『
宝
性
分
別
（ratnagotravibhāga

）』、
通
称
『
宝
性
論
』
で
論
理

的
な
体
裁
が
整
え
ら
れ
て
い
る
⑷
。

仏
教
者
の
外
道
化
傾
向
に
強
い
危
機
意
識
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
楞
伽
経
編
集
者
た
ち
は
、
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
の

説
話
的
な
表
現
形
式
で
は
、
仏
教
の
外
道
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
役
に
立
た
な
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
四
巻
楞
伽
巻

三
に
二
箇
所
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
だ
と
し
て
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（
世
親
）
の
『
唯
識
三
十
頌
』
か
ら
各
々
、
第
20

偈
、
第
28
偈
と
見
ら
れ
る
表
現
の
引
用
が
あ
る
が
（
分
段
98
、
100
）、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
引
用
は
、
仏
教
外

の
イ
ン
ド
思
想
を
批
判
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
外
教
批
判
の
姿
勢
は
、
楞
伽
経
に
一
貫
し
て
見
ら
れ

る
。し

か
し
ま
た
、
楞
伽
経
の
批
判
的
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
大
乗
を
拒
否
す
る
ラ
ン
カ
ー
の
上
座
部
大
寺
派
な
ど
部
派
仏

教
の
保
守
的
な
姿
勢
は
、
大
乗
を
志
す
立
場
と
は
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
三
冒
頭
の
本
文
（
分
段
85
）

の
後
の
二
偈
は
、
楞
伽
経
の
よ
っ
て
立
つ
姿
勢
を
示
す
優
れ
た
表
現
で
あ
る 
（T

16,498a,9-12

）。

わ
が
乗
は
「
大
乗
」
に
あ
ら
ず
、
説
に
あ
ら
ず
、
ま
た
文
字
に
あ
ら
ず
、
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諸
諦
に
あ
ら
ず
諸
解
脱
に
あ
ら
ず
、
現
れ
た
形
を
離
れ
た
境
地
、
に
あ
ら
ず
。

し
か
も
乗
は
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
、
サ
マ
ー
デ
ィ
に
自
在
、

種
々
の
意
生
の
身
を
、
自
在
華
荘
厳
す
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
不
食
肉
」
の
テ
ー
マ
こ
そ
は
、
大
乗
の
涅
槃
経
と
楞
伽
経
と
を
結
ぶ
、
具
体
的
な
共
通

の
テ
ー
マ
だ
と
思
わ
れ
て
く
る
。
従
っ
て
、
後
者
が
大
乗
経
典
の
う
ち
不
食
肉
の
テ
ー
マ
を
説
く
経
典
と
し
て
前
者
の
名
を

挙
げ
な
い
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
の
歴
史
上
の
出
現
順
位
か
ら
言
っ
て
先
行
す
る
最
も
有

名
な
経
典
の
名
を
挙
げ
ず
に
己
の
経
名
を
挙
げ
る
と
い
う
、
あ
り
え
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
偶
然
の
過
失

で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
体
何
の
た
め
な
の
か
。

し
か
も
、
こ
の
事
態
に
は
傍
証
が
あ
る
。
梁
代
の
漢
訳
『
文
殊
師
利
問
経
』
は
、
肉
食
を
禁
ず
る
大
乗
経
典
と
し
て
当

時
最
も
有
名
で
あ
っ
た
涅
槃
経
の
名
を
挙
げ
な
い
四
巻
楞
伽
、
巻
四
の
こ
の
第
87
偈
に
、
出
典
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
言
及
し

て
い
る
の
で
あ
る
⑸
。

四

こ
の
難
問
を
解
く
た
め
に
は
、
両
経
に
共
通
の
も
う
一
つ
の
重
要
事
項
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
四
巻
楞
伽
が
「
不

食
肉
章
」
に
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
の
同
じ
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
さ
ら
に
詳
細
に
叙
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
行
経
典
の

意
図
を
継
承
し
て
い
る
（
註
１
参
照
）
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
新
経
が
他
な
ら
ぬ

大
乗
『
大
般
泥
洹
経
』
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
信
ず
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
決
定
的
要
素
は
、
実
は
四
巻
楞
伽
が
そ
の
最
重

要
テ
ー
マ
と
す
る
涅
槃
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
全
四
巻
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
そ
れ
ら
六
ヶ
所
の
涅
槃
論
の
必
要
部
分
を
漢
訳

訓
読
（
筆
者
校
訂
）
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
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（
１
）
巻
一
（
分
段
２
）、
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
が
ブ
ッ
ダ
に
贈
る
讃
歌
の
第
五
偈 

（T
16,480b,6-8

）。

［
あ
な
た
に
］
一
切
涅
槃
な
し
。
涅
槃
の
仏
あ
る
こ
と
な
く
、

仏
の
涅
槃
あ
る
こ
と
な
し
。
覚
と
所
覚
を
遠
離
し
、

若
し
は
有
、
若
し
は
無
有
、
是
の
二
、
こ
と
ご
と
く
倶
に
離
る
。

（
２
）
巻
一
（
分
段
19
）、
声
聞
た
ち
の
涅
槃
を
ブ
ッ
ダ
が
批
判
す
る
（T

16.,486c,22-25

）。

復
た
次
に
大
慧
よ
、
諸
声
聞
は
生
死
を
妄
想
す
る
苦
し
み
を
畏
れ
て
涅
槃
を
求
め
、
生
死
と
涅
槃
と
の
差
別
を
知
ら

ず
、
一
切
の
性
の
妄
想
の
非
性
と
未
来
の
諸
根
境
界
の
休
息
と
に
涅
槃
の
想
を
な
す
。
自
覚
聖
智
の
趣
な
る
蔵
識
の
転

に
は
非
ず
。

（
３
）
巻
二
（
分
段
56
）、「
涅
槃
と
は
何
の
呼
び
名
か
」（T

16,492b,6-15

）。

爾
の
時
、
大
慧
菩
薩
摩
訶
薩
、
復
た
仏
に
白
し
て
言
う
、
世
尊
、
般
涅
槃
と
は
何
等
の
法
を
説
い
て
謂
い
て
涅
槃
と
な

す
や
。
仏
、
大
慧
に
告
ぐ
、
一
切
の
自
性
の
習
気
、
蔵
・
意
・
識
の
見
の
習
、
転
変
す
る
を
名
づ
け
て
涅
槃
と
な
す
。

諸
仏
及
び
我
が
涅
槃
は
、
自
性
空
な
る
事
の
境
界
な
り
。
復
た
次
に
大
慧
、
涅
槃
と
は
聖
智
自
覚
の
境
界
な
り
。
断
常

の
妄
想
、
性
と
非
性
と
を
離
る
。
云
何
に
非
常
な
る
。
謂
う
、
自
相
と
共
相
な
る
妄
想
断
た
る
る
が
故
に
非
常
。
云
何

に
非
断
な
る
。
謂
う
、
一
切
の
聖
、
去
来
現
在
に
自
覚
を
得
る
が
故
に
非
断
。
大
慧
、
涅
槃
は
壊
な
ら
ず
死
な
ら
ず
。

若
し
涅
槃
し
て
死
せ
ば
復
た
受
生
相
続
す
べ
し
。
若
し
壊
せ
ば
応
に
有
為
の
相
に
堕
す
べ
し
。
是
の
故
に
涅
槃
は
壊
を

離
れ
死
を
離
る
。
是
の
故
に
修
行
者
の
帰
依
す
る
と
こ
ろ
な
り
。

（
４
）
巻
二
（
分
段
81
）「
異
教
徒
た
ち
の
涅
槃
観
」（T

16,496a,16-20
）。

復
た
次
に
大
慧
、
諸
外
道
に
四
種
の
涅
槃
あ
り
。
云
何
な
る
を
四
と
な
す
。
謂
う
、
性
の
自
性
の
非
性
な
る
涅
槃
、

種
々
相
の
性
の
非
性
な
る
涅
槃
、
自
相
の
自
性
非
性
を
覚
る
涅
槃
、
諸
陰
自
共
相
の
相
続
・
流
注
断
た
る
る
涅
槃
。
是
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れ
を
諸
外
道
の
四
種
涅
槃
と
名
づ
く
。
我
が
所
説
の
法
に
は
非
ず
。
大
慧
、
我
が
所
説
は
、
妄
想
の
識
滅
す
る
を
名
づ

け
て
涅
槃
と
な
す
。

（
５
）
巻
三
（
分
段
105
）

１
「
す
べ
て
の
異
教
者
の
涅
槃
に
つ
い
て
の
見
解
を
離
れ
る
べ
き
で
す
」（T

,504c,1-505a,8

）。

爾
の
時
、
大
慧
菩
薩
摩
訶
薩
、
復
た
仏
に
白
し
て
言
う
、
世
尊
、
言
う
所
の
涅
槃
は
何
等
の
法
と
な
す
や
。
名
づ
け
て

涅
槃
と
な
し
て
諸
外
道
各
々
妄
想
を
起
す
。
仏
、
大
慧
に
告
ぐ
。
諦
聴
せ
よ
、
諦
聴
し
て
善
く
こ
れ
を
思
念
せ
よ
、
汝

の
た
め
に
説
く
べ
し
。
諸
外
道
、
涅
槃
を
妄
想
す
。
彼
の
妄
想
に
随
順
す
る
涅
槃
は
有
る
に
非
ず
。（
中
略
。
二
十
三
の

見
解
を
挙
げ
て
言
う
）
大
慧
よ
、
彼
の
一
々
の
外
道
の
涅
槃
は
、
彼
等
自
ら
論
じ
智
慧
も
て
観
察
す
る
も
、
都
て
立
つ
所

無
し
。
彼
の
妄
想
の
心
意
来
去
し
漂
馳
・
流
動
す
る
如
く
、
一
切
涅
槃
を
得
る
こ
と
有
る
は
無
き
者
な
り
。

２
「
私
の
言
う
涅
槃
と
は
、
善
く
自
心
現
の
み
と
覚
る
こ
と
で
す
」（ibid.,8-17

）。

大
慧
、
我
が
所
説
の
涅
槃
の
如
き
は
、
謂
う
、
善
く
自
心
現
の
み
と
覚
知
し
て
外
の
性
に
著
せ
ず
、
四
句
を
離
れ
て
如

実
の
処
を
見
、
自
心
現
に
随
っ
て
二
辺
を
妄
想
せ
ず
、
摂
と
所
摂
と
は
不
可
得
、
一
切
の
度
量
は
所
成
を
見
ず
、
真
実

な
り
と
愚
か
に
も
摂
受
す
べ
か
ら
ず
、
彼
を
棄
捨
し
お
わ
っ
て
自
覚
の
聖
法
を
得
、
二
無
我
を
知
り
、
二
煩
悩
を
離

れ
、
二
障
を
浄
除
し
、
永
く
二
死
を
離
れ
、
上
上
地
に
如
来
地
に
て
影
・
幻
な
ど
の
如
き
諸
深
三
昧
に
心
意
意
識
を
離

る
る
を
、
説
い
て
涅
槃
と
名
づ
く
。
大
慧
、
汝
等
及
び
余
の
菩
薩
摩
訶
薩
、
ま
さ
に
修
学
す
べ
し
、
疾
く
一
切
の
外
道

の
諸
涅
槃
見
を
遠
離
す
べ
し
。

（
６
）
巻
四
（
分
段
108
）「
不
生
不
滅
が
涅
槃
だ
と
私
は
言
う
」（T

16.,507b,3-26

）。

仏
、
大
慧
に
告
ぐ
、
我
れ
不
生
不
滅
を
説
く
、
外
道
の
不
生
不
滅
に
同
じ
か
ら
ず
。
所
以
は
何
ぞ
。
彼
の
諸
外
道
は
性

の
自
性
有
り
て
不
生
不
変
の
相
を
得
る
も
、
我
れ
は
是
の
如
く
有
無
の
品
に
堕
せ
ず
。
大
慧
、
我
れ
は
有
無
品
を
離
れ
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生
滅
を
離
れ
、
性
に
非
ず
無
性
に
非
ず
。
種
々
の
幻
・
夢
現
る
る
が
如
し
、
故
に
無
性
に
非
ず
。
云
何
に
性
無
き
。
謂

う
、
色
に
自
性
の
相
摂
受
無
し
。
現
は
不
現
の
故
に
、
摂
は
不
摂
の
故
に
。
是
の
故
を
以
て
、
一
切
の
性
は
性
無
く
無

性
に
非
ず
、
但
だ
自
心
現
の
み
と
覚
っ
て
妄
想
生
ぜ
ず
、
安
穏
快
楽
、
世
事
永
く
息
む
。（
中
略
）
愚
痴
の
凡
夫
は
不

如
実
に
堕
し
て
生
滅
の
妄
想
を
起
す
。
諸
賢
聖
は
［
さ
に
］
非
ず
。
不
如
実
と
は
、
性
の
自
性
妄
想
せ
ら
る
る
如
き
は

爾
ら
ず
、
異
も
亦
爾
ら
ず
。
若
し
異
に
妄
想
す
る
者
も
一
切
の
性
の
自
性
に
計
著
し
て
寂
静
を
見
ず
。
寂
静
を
見
ざ
る

者
は
終
に
妄
想
を
離
れ
ず
。
是
の
故
に
大
慧
、
無
相
の
見
は
勝
さ
る
。
相
の
見
に
は
非
ず
。
相
は
受
生
の
因
の
故
に
勝

さ
ら
ず
。
大
慧
、
無
相
と
は
、
妄
想
不
生
、
不
起
不
滅
、
我
れ
涅
槃
と
説
く
。
大
慧
、
涅
槃
と
は
、
真
実
の
義
の
如
く

見
る
、
先
に
妄
想
の
心
・
心
数
の
法
を
離
れ
て
如
来
の
自
覚
聖
智
を
逮
得
す
る
、
我
れ
、
是
れ
を
涅
槃
と
説
く
。

以
上
所
引
の
四
巻
本
楞
伽
経
に
見
ら
れ
る
涅
槃
論
の
存
在
は
、
こ
の
経
が
本
格
的
な
大
乗
の
涅
槃
経
と
し
て
新
た
に
出

現
し
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
特
に
最
後
の
箇
所
で
、
本
経
が
終
始
言
及
す
る
「
不
生
」
が
「
涅
槃
」
と
同
義
だ
と
す
る
こ

と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
我
々
は
、
法
顕
が
命
を
賭
け
て
イ
ン
ド
か
ら
将
来
し
た
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
を

自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
た
新
し
い
大
乗
経
の
誕
生
を
見
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
肉
食
を
禁
ず
る
大
乗
経
典
の
う
ち
『
大
般

泥
洹
経
』
の
名
を
楞
伽
経
の
「
不
食
肉
章
」
第
87
偈
が
挙
げ
な
い
の
は
、
大
乗
の
『
大
般
泥
洹
経
』
が
新
し
い
涅
槃
経
と
し

て
『
楞
伽
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
経
』
の
形
を
と
っ
た
こ
と
を
、
沈
黙
を
通
し
て
ブ
ッ
ダ
が
公
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
、
と
考

え
ざ
る
を
え
な
い
。
楞
伽
経
の
「
不
食
肉
章
」
は
無
用
の
長
物
で
は
な
く
、
今
や
経
の
出
自
を
明
か
す
身
分
証
明
書
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

楞
伽
経
の
「
不
食
肉
章
」
の
、
先
行
す
る
涅
槃
経
に
対
す
る
沈
黙
を
、
偶
然
の
過
失
で
は
な
い
と
し
て
以
上
の
よ
う
に

説
明
す
る
こ
と
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
有
力
で
あ
る
に
し
て
も
所
詮
は
一
つ
の
説
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
五
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世
紀
初
頭
に
ラ
ン
カ
ー
の
無
畏
山
寺
に
集
ま
っ
て
い
た
、
歴
史
観
、
宗
教
観
に
お
い
て
当
時
一
流
の
大
慧
者
た
ち
が
、
長
安

か
ら
中
イ
ン
ド
を
経
て
独
り
ラ
ン
カ
ー
に
入
っ
た
中
国
僧
・
法
顕
の
超
絶
的
な
願
心
に
衝
き
動
か
さ
れ
て
、
イ
ン
ド
・
パ
ー

タ
リ
プ
ト
ラ
か
ら
齎
さ
れ
た
最
新
の
大
乗
『
大
般
泥
洹
経
』
の
研
究
を
踏
ま
え
、
仏
教
内
外
の
危
機
的
状
況
を
克
服
す
る
方

向
を
打
ち
出
す
努
力
を
結
実
さ
せ
て
四
巻
本
楞
伽
経
と
い
う
貴
重
な
歴
史
的
成
果
を
産
ん
だ
と
す
る
こ
と
は
、
資
料
の
内
容

理
解
に
裏
打
ち
さ
れ
た
歴
史
解
釈
で
は
あ
っ
て
も
、
偶
然
性
を
孕
ん
だ
単
な
る
説
明
で
は
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
二
〇
二
二
年
、
八
月
二
十
一
日
）

【
注
釈
】

⑴
法
顕
訳
、
大
乗
の
大
般
泥
洹
経
で
、
四
法
品
第
八
、
四
法
の
第
三
「
能
随
問
答
」
の
一
例
と
し
て
不
食
肉
が
話
題
に
な
る
箇
所

（T
12,868c,11-869b,17

）
を
、
対
比
の
都
合
上
「
不
食
肉
章
１
」
と
見
な
す
。
四
巻
本
楞
伽
経
で
は
、
問
い
三
偈
、
長
行
、
答
え
二
十
偈

か
ら
な
る
経
末
の
分
段
（T

16,513b,22-514b,25; T
okiw

a,s D
ivision120

）
に
不
食
肉
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
不
食
肉

章
２
」
と
し
て
、
両
経
の
不
食
肉
章
の
特
徴
を
対
比
す
る
た
め
に
、
漢
訳
の
一
部
を
訓
読
で
示
す
。

　

不
食
肉
章
１　

仏
、
迦
葉
に
告
ぐ
、
善
男
子
、
我
れ
今
日
よ
り
諸
弟
子
に
制
す
、
三
種
の
浄
肉
を
食
す
る
を
聴
さ
ず
。
及
び
九
種
の
受
、
十
種
の
肉
を

離
れ
、
乃
至
自
死
は
一
も
食
す
る
を
得
ず
。
所
以
は
何
ぞ
。
そ
れ
肉
を
食
す
る
者
、
も
し
行
住
坐
臥
す
る
も
、
一
切
の
衆
生
見
て
皆
怖

畏
し
、そ
の
殺
気
を
聞
く
。（
略
）水
陸
空
を
行
く
有
命
の
類
、見
て
皆
馳
走
す
。（
略
）我
れ
因
縁
あ
る
者
に
不
食
肉
を
制
せ
り
。
今
日
は
、

因
縁
無
き
者
に
、
大
般
泥
洹
を
説
く
に
因
り
亦
復
た
制
し
て
応
に
食
肉
す
べ
か
ら
ざ
ら
し
む
。（T

12,869a-b

）（
文
脈
上
、「
今
日
」
の
位

置
を
直
前
の
文
頭
「
我
今
日
」
か
ら
下
に
移
動
さ
せ
た
。
常
盤
）

　

不
食
肉
章
２

仏
、
大
慧
に
告
ぐ
、
無
量
の
因
縁
あ
り
て
応
に
肉
を
食
す
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
我
れ
今
ま
さ
に
汝
の
た
め
に
略
説
す
べ
し
。
謂
う
、
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一
切
の
衆
生
は
本
よ
り
い
ら
い
展
転
す
る
因
縁
に
て
常
に
六
親
た
り
、親
し
き
想
い
を
も
っ
て
の
故
に
、応
に
肉
を
食
す
べ
か
ら
ず
。（
略
）

衆
生
、気
を
聞
い
て
悉
く
恐
怖
を
生
ず
。（
略
）復
た
次
に
、大
慧
、凡
そ
諸
殺
者
は
財
利
の
た
め
の
故
に
殺
生
し
屠
販
す
。（
略
）彼
の
空
行
・

水
陸
の
衆
生
を
取
っ
て
種
々
に
殺
害
、屠
販
し
て
利
を
求
む
。
大
慧
、亦
た
教
え
ず
求
め
ず
想
わ
ず
し
て
有
る
魚
肉
無
し
。
此
の
義
を
も
っ

て
の
故
に
応
に
肉
を
食
す
べ
か
ら
ず
。
大
慧
、
我
れ
時
あ
り
て
説
い
て
五
種
の
肉
を
遮
し
或
い
は
十
種
を
制
す
。
今
、
此
の
経
に
お
い

て
一
切
種
、
一
切
時
に
方
便
を
開
除
し
て
一
切
悉
く
断
つ
。（T

16,513c-514a

）

⑵
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
は
、
四
巻
本
楞
伽
経
の
研
究
書
『
仏
語
心
論
』
の
な
か
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
深
く
究

明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
錬
曰
く
（
日
本
大
蔵
経
、
方
等
部
章
疏
三
、
五
二
三
頁
）、

　
　
　

問
う
、魏
・
唐
二
本
、此
の
偈
み
な
涅
槃
経
の
文
有
り
。
宋
訳
何
故
に
之
を
収
め
ざ
る
や
。（
中
略
）
宋
本
略
を
好
む
。
是
の
故
に
長
行
・

　
　
　

偈
頌
に
共
に
無
し
。
只
だ
略
す
る
の
み
。
何
の
義
の
有
ら
ん
や
。（
同
書
巻
十
八
、
第
八
十
六
）

師
錬
の
こ
の
言
葉
に
も
関
わ
ら
ず
、
三
本
と
も
漢
訳
の
偈
は
、
五
文
字
一
句
、
四
句
二
行
、
す
べ
て
二
十
文
字
か
ら
成
り
、
宋
訳
だ
け

が
文
字
を
略
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
漢
訳
三
本
の
該
当
す
る
偈
は
、
次
の
と
お
り
。

（
宋
訳
）「
縛
象
與
大
雲　

央
掘
利
摩
羅　

及
此
楞
伽
経　

我
悉
制
断
肉
」（T

16,670,514b,6-7

）

（
魏
訳
）「
象
腋
與
大
雲　

涅
槃
勝
鬘
経　

及
入
楞
伽
経　

我
不
聴
食
肉
」（T

16,671,564b,20-21

）

（
唐
訳
）「
象
脇
與
大
雲　

涅
槃
央
掘
摩　

及
此
楞
伽
経　

我
皆
制
断
肉
」（T

16,672,624c,3-4

）

こ
の
比
較
に
よ
っ
て
、
宋
訳
が
「
涅
槃
経
」
の
名
を
失
念
し
た
の
で
な
く
、
意
図
的
に
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
条
校
訂
梵
本

の
該
当
偈
は
、
唐
訳
と
同
じ
。

hastikakṣ ye m
ahām

eghe nirvāṇ āṅ gulim
ālike / 

laṅkāvatārasū tre ca m
ayā m

āṇ saṃ
 vivarjitam

 //16// （N
anjio-edited text p.258,ll.4-5

）
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Second Edition,1966, p.85

⑷
小
論
「
如
来
蔵
思
想
と
は
何
か
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
二
一
年
）、「
七
『
宝
性
論
』
の
『
如
来
蔵
経
』
解
釈
」
で
考

察
し
た
よ
う
に
、
凡
夫
の
位
に
お
け
る
「
如
来
の
本
性
」
が
、
如
来
と
な
る
べ
き
胎
児
と
し
て
、
当
の
凡
夫
に
は
知
ら
れ
ず
に
潜
ん
で
「
有

る
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
説
明
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、『
如
来
蔵
経
』
と
、
そ
し
て
研
究
者
が
抱
き
が
ち
な
「
如
来
蔵
」
説
と
に
、
論
理

的
な
根
拠
の
体
裁
を
提
供
す
る
。　

⑸
梁
（A

.D
.502-557

）、
扶
南
国
三
蔵
・
僧
伽
婆
羅
訳 

（T
14,493a

）。

爾
の
時
、
文
殊
師
利
復
た
仏
に
白
し
て
言
う
、
世
尊
、
若
し
肉
を
食
す
る
を
得
ば
、
象
亀
経
、
大
雲
経
、
指
鬘
経
、
楞
伽
経
等
の
諸
経

は
何
故
に
悉
く
断
つ
や
。

下
田
正
弘
氏
著
『
涅
槃
経
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
発
行
（p.415

）
に
よ
っ
て
こ
の
傍
証
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
。


